
町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

町民の思いをのせてただす一般質問

一般質問　目次

議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに随時掲載している。

質問項目 質問者 ページ

持続可能な農業政策を問う 栗原　賢尚 10

中学校給食費の完全無償化を求める 林　　敏哉 11

長洲駅周辺の環境整備 福田　史治 12

令和８年熊本地震を踏まえた本町の防災対策 前田美和子 13

熊本地震等の甚大な災害を想定した災害対策と
町内建設業者の体制 磯野　　博 14

随意契約の実務は 福永　栄助 15

本町の水産業を維持、発展させる方策

濱﨑　　久 16
ＪＲ長洲駅の改修

津波対策

災害関連死審査会規定

このままでいいのか入札制度

髙濱　克洋 17防災対策

金魚と鯉の郷広場を起点とした地域経済活性化

町民自らが主体的にまちづくりを実践できる環境
整備 福島　　賢 18

町政を問う

前回の議会だより「潮さい166号」に一般質問の内容を掲載できなかったのは、
私自身の体調不良のため原稿作成が提出期限に間に合わなかったためです。
ご迷惑をおかけしました皆様には、大変申し訳ありませんでした。（福永 栄助）

お詫び

潮さい（R8.11.15 No.167）潮さい（R8.11.15 No.167）
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町
政
を
問
う

長
洲
町
に
お
け
る
農
業
従
事
者
数

の
推
移
と
65
歳
以
上
の
割
合
は
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

２
０
１
５
年
は
２
２
５
軒
、
２
０

２
０
年
は
１
８
４
軒
、
２
０
２
５
年
は

１
７
８
軒
で
、
65
歳
以
上
の
占
め
る
割

合
が
71
・
9
％
、
平
均
年
齢
は
71
・
６

歳
で
あ
る
。

問
町
独
自
の
新
規
就
農
支
援
策
、
若

者
の
Ｕ
タ
ー
ン
等
の
人
材
を
呼
び

込
む
現
在
の
施
策
と
、
今
後
の
拡
充
は
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

予
算
を
確
保
し
た
各
施
策
は
現
在

行
っ
て
い
な
い
が
、新
規
就
農
相
談
に
は
、

事
業
の
紹
介
、
農
地
の
確
保
、
関
係
機

関
と
の
調
整
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
施
策
と
も
連
携

し
つ
つ
、
就
農
志
向
の
あ
る
方
の
定
住

促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問
地
域
農
業
の
持
続
的
維
持
の
た

め
、
農
地
を
意
欲
あ
る
担
い
手
へ

集
積
・
集
約
化
し
、
生
産
性
向
上
と
効

率
的
な
営
農
体
制
の
構
築
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
本
町
の
現
状
は
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

地
域
計
画
を
策
定
し
、
10
年
後
を

見
据
え
地
域
で
話
し
合
い
、
取
組
ん
で

お
り
、
成
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

問
農
地
集
積
を
進
め
る
上
で
、
地
権

者
と
の
調
整
や
地
域
の
合
意
形
成

に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

耕
作
条
件
が
不
均
一
や
、
地
域
で

の
会
合
に
参
加
者
が
少
な
い
等
。

　
ま
た
、
耕
作
条
件
の
悪
い
所
は
、
耕

作
希
望
者
が
少
な
い
等
の
課
題
が
あ

る
。問

資
材
価
格
と
燃
油
高
騰
に
よ
り
農

業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　
今
後
の
支
援
策
は
。

答
（
町
長
）

今
回
の
議
会
で
も
、
施
設
園
芸
、

果
樹
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
支
援
を
行

う
。
今
後
も
生
産
者
の
声
を
真
摯
に
受

け
止
め
な
が
ら
、
支
援
を
考
え
て
い
く
。

問
小
規
模
農
家
へ
の
支
援
は
ど
う
考

え
る
か
。

答
（
町
長
）

現
状
で
は
、
小
規
模
農
家
へ
の
補

助
、
支
援
は
少
な
い
が
、
農
業
機
械
購

入
の
補
助
、
支
援
は
来
年
度
以
降
し
っ

か
り
考
え
て
い
く
。

問
気
候
変
動
に
対
応
し
た
農
業
基
盤

整
備
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
（
町
長
）

近
年
で
は
、
短
時
間
で
の
豪
雨
、

夏
期
の
高
温
等
、
農
作
物
に
対
す
る
リ

ス
ク
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
関

係
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

　
ま
た
、
作
物
の
高
温
障
害
対
策
も
必

要
に
応
じ
て
取
組
み
を
行
う
。

問
本
町
が
目
指
す
農
業
の
将
来
像

を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

様
々
な
問
題
の
蓄
積
、
今
後
の
課

題
を
整
理
し
て
、
大
き
な
目
標
を
位
置

づ
け
、
行
政
と
し
て
支
援
で
き
る
部
分

は
し
っ
か
り
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

結
び
農
業
に
は
、
食
糧
生
産
、
景

観
保
全
、
防
災
機
能
な
ど
多

面
的
な
役
割
も
あ
り
、
実
効
性
の
あ
る

農
業
政
策
を
強
く
求
め
る
。

栗
くりはら
原　賢

けん
尚
しょう

議員

積極的に支援を行う答

燃油高騰の支援策は

重油の価格は昨年より３割増し

潮さい（R8.11.15 No.167）潮さい（R8.11.15 No.167）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

熊
本
県
内
で
も
現
在
31
の
市
町
村

で
小
中
学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
保
護

者
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
み
な
ら
ず
、

子
育
て
支
援
や
食
育
の
推
進
、
人
材
育

成
、
少
子
化
対
策
な
ど
波
及
効
果
を
も

た
ら
し
喫
緊
の
課
題
だ
と
考
え
、
制
度

の
創
設
を
求
め
る
。

答
（
教
育
長
）

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
施
策
を
検
討

す
る
。　
　

問
学
校
給
食
法
第
11
条
に
は
「
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

設
置
者
が
学
校
給
食
費
を
予
算
に
計
上

し
、
保
護
者
に
補
助
す
る
こ
と
を
禁
止

し
た
趣
旨
の
も
の
で
は
な
い
。」
と
規

定
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ

る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

保
護
者
が
負
担
す
る
学
校
給
食
費

を
自
治
体
等
の
判
断
に
よ
り
補
助
す
る

こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
釈

す
る
。

問
教
育
長
よ
り
、「
経
済
的
な
困
窮

世
帯
は
就
学
援
助
費
や
生
活
保
護

費
と
し
て
公
費
で
負
担
し
て
い
る
」
と

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
公
費
負
担
率
は
全

体
の
何
割
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

中
学
校
生
徒
数
に
占
め
る
割
合
は

約
11
％
で
あ
る
。

問
小
中
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

が
急
激
に
増
え
て
き
て
い
る
理
由

に
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る

か
。答

（
教
育
長
）

子
ど
も
た
ち
の
貧
困
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
目
的

と
し
た
、
各
自
治
体
の
政
策
的
な
考
え

の
も
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

問
南
関
町
、
和
水
町
、
玉
東
町
の
近

隣
３
町
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
を

待
た
ず
に
自
治
体
独
自
の
判
断
で
、
す

で
に
小
中
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
玉
名
市
も
今
年

４
月
よ
り
無
償
化
に
踏
み
切
っ
た
。
し

か
し
、
長
洲
町
は
い
ま
だ
中
学
校
給
食

費
の
完
全
無
償
化
実
施
に
至
っ
て
い
な

い
。
早
急
に
予
算
確
保
が
必
要
と
思
う

が
。答

（
町
長
）

無
償
化
に
向
け
て
何
も
し
な
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
恒
常
的
に
継
続

し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
財
源
の
確
保

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
無
償
化
に
向
け

て
取
組
ん
だ
場
合
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
か
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
段
階
で
は
段
階
的
に
実
施
で
き
な
い

か
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

結
び
年
間
約
１
６
９
０
万
円
の
予

算
を
確
保
す
れ
ば
実
施
可
能

で
あ
る
。
ど
う
す
れ
ば
持
続
可
能
な
財

源
の
捻
出
、
確
保
が
で
き
る
か
を
考
え

る
の
が
、
町
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
町

長
の
任
務
で
は
な
い
か
。
保
護
者
の
皆

様
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
中
学

校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
家
庭
の
経
済

状
況
に
左
右
さ
れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の

発
達
と
成
長
を
保
障
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
速
や
か
に
取
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

段階的な実施を検討している答

林
はやし
　敏

とし
哉
や

議員

中学校給食費の完全無償化を求める

中学校給食費の完全無償化は
喫緊の課題だ

潮さい（R8.11.15 No.167）潮さい（R8.11.15 No.167）
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町
政
を
問
う

本
町
の
玄
関
口
で
も
あ
る
Ｊ
Ｒ
長

洲
駅
に
お
け
る
利
用
者
が
、
安

全
で
か
つ
快
適
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、

施
設
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
早
急

に
対
応
策
が
必
要
で
あ
り
、
長
年
の
課

題
で
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
考
え

は
。答

（
町
長
）

今
後
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
協
議
を
進

め
、
国
の
補
助
制
度
を
は
じ
め
と
し
た

財
源
確
保
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い

く
。問

駅
舎
・
階
段
・
跨
線
橋
に
つ
い
て

も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
対
策

は
考
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

老
朽
化
対
策
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
一
体
的
に
検
討
し
て
い
く
の
が
重
要

で
あ
る
。

問
駅
周
辺
に
お
け
る
賑
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
期
待
を
し
て
い
る

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

駅
は
本
町
を
訪
れ
る
人
た
ち
を
迎

え
る
玄
関
口
で
重
要
な
場
所
で
あ
る
。

用
途
地
域
の
見
直
し
や
地
区
計
画
の
決

定
を
契
機
に
周
辺
の
居
住
や
利
便
性
機

能
の
誘
導
を
は
か
る
。
ま
た
、
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
や
施
設
の
老
朽
化
対
策

と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
賑
わ
い
と
魅

力
の
あ
る
駅
周
辺
の
形
成
を
目
指
し
た

い
。問

過
去
３
回
、
同
様
の
質
問
を
し
て

お
り
、「
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
は
行
っ

て
い
る
も
の
の
、
制
度
面
や
財
政
面
に

お
い
て
早
急
な
事
業
実
施
は
難
し
く
、

課
題
も
あ
る
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。
今

回
は
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
ど
の
程
度
行
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
の
利
用
状

況
は
ど
の
程
度
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

Ｊ
Ｒ
と
は
、
年
２
回
程
度
、
駅
利

便
性
向
上
を
は
じ
め
と
し
た
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
１
日
の
平
均

利
用
者
数
は
６
３
０
人
程
度
で
あ
る
。

問
老
朽
化
対
策
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
一
体
的
と
言
わ
れ
た
が
、
段
階

的
な
整
備
の
考
え
方
も
必
要
で
あ
り
、

階
段
や
屋
根
な
ど
の
老
朽
化
し
た
設
備

に
つ
い
て
は
先
に
更
新
が
必
要
で
は
。

改
修
や
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
積
極
的

に
要
望
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

ま
ず
は
整
備
の
前
提
と
な
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
調
査
・
策
定
費

を
来
年
度
予
算
に
計
上
し
、
Ｊ
Ｒ
と
の

協
議
の
土
俵
に
上
げ
て
い
き
た
い
。

問
本
町
の
玄
関
口
と
し
て
、
町
外
か

ら
訪
れ
た
人
々
に
も
公
共
施
設
や

主
要
施
設
が
分
か
る
よ
う
な
案
内
図
な

ど
の
設
置
も
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
で
は

な
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

案
内
図
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
利

便
性
の
向
上
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
有

効
な
取
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、

設
置
場
所
や
表
示
内
容
、
施
設
内
に
設

置
す
る
場
合
、
Ｊ
Ｒ
と
の
調
整
が
必
要

で
あ
り
協
議
後
検
討
し
た
い
。

結
び
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ

き
、
駅
を
利
用
さ
れ
る
多
く

の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
に

大
き
な
希
望
と
な
っ
た
。

福
ふく
田
だ
　史

ふみ
治
はる

議員

賑わいと魅力ある駅周辺を
目指したい答

長洲駅周辺の環境整備を万全に

本町の玄関口として
ふさわしいか！

潮さい（R8.11.15 No.167）潮さい（R8.11.15 No.167）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

今
回
の
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
は
か

り
、
強
靭
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
組
む
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

本
町
で
は
、
熊
本
県
町
村
会
の
要

請
に
基
づ
き
職
員
を
被
災
地
に
派
遣
し

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
地
震
で
示
さ
れ
た
課
題
に
つ

い
て
は
、
し
っ
か
り
検
証
を
行
い
計
画

の
見
直
し
を
は
か
り
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

問
物
資
等
は
、
国
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支

援
で
発
災
翌
日
か
ら
集
積
場
を
通

じ
各
避
難
所
へ
運
ば
れ
る
。
し
か
し
、

在
宅
被
災
者
の
も
と
へ
届
け
る
人
が
い

な
い
た
め
、
必
要
な
人
の
手
に
支
援
物

資
が
届
か
な
い
「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

問
題
」
が
起
き
た
。
本
町
の
集
積
場
は

ど
こ
か
。
ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）

集
積
場
は
町
民
体
育
館
で
あ
る
。

「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
問
題
」
に
つ
い

て
は
人
員
確
保
の
面
か
ら
関
係
団
体
と

協
力
体
制
を
は
か
る
。

問
長
期
避
難
で
は
、
仮
設
住
宅
が
必

要
だ
が
、
そ
の
予
定
地
は
適
切
な

場
所
か
。

答
（
建
設
課
長
）

建
浜
農
村
公
園
を
予
定
し
て
い

る
。
周
辺
の
環
境
等
を
考
慮
し
設
定
し

て
い
る
。
災
害
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

浸
水
想
定
区
域
に
設
定
さ
れ
て
い
る
た

め
災
害
に
強
い
対
策
を
施
し
て
建
設
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
自
主
防
災
組
織
は
全
地
区
に
あ
る

が
、
活
用
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、

役
割
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
例
え
ば
救
助
班
は
、
避
難
所
に
行
け

な
い
人
に
物
資
を
配
る
。
避
難
誘
導
班

は
、
民
生
委
員
な
ど
と
連
携
し
避
難
行

動
要
支
援
者
の
安
否
確
認
を
行
う
な
ど

地
域
は
地
域
の
力
で
守
る
形
づ
く
り
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
11
月
８
日
実
施
の
合
同
防
災
訓
練
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）

全
国
各
地
で
災
害
が
多
発
し
、
住

民
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
、
地

震
・
津
波
訓
練
を
考
え
て
い
る
。

問
今
後
の
取
組
み
は
。

答
（
町
長
）

災
害
時
、
自
分
の
身
は
自
分
で
、

地
域
は
地
域
の
力
で
守
る
。
救
急
、
消

防
な
ど
は
公
助
の
力
で
行
っ
て
い
く
。

防
災
計
画
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
高
め
な
が
ら

防
災
対
策
に
取
組
ん
で
い
く
。

結
び
各
小
学
校
区
の
避
難
所
に
お

い
て
、
団
体
な
ど
多
く
の
参

加
を
呼
び
か
け
防
災
講
話
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
や
簡
易
テ
ン
ト
の
組
立
て
、
簡

易
ト
イ
レ
等
の
体
験
を
行
う
合
同
訓
練

を
提
案
す
る
。

前
まえ
田
だ
　美

み
和
わ
子
こ

議員

課題を検証し見直しをはかる答

地震を教訓に地域防災計画の見直しを

落ち着いて
早めの避難を

物資等は町民体育館
から各避難所へ

潮さい（R8.11.15 No.167）潮さい（R8.11.15 No.167）
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町
政
を
問
う

大
規
模
災
害
発
生
時
、
実
際
に
重

機
や
人
員
を
投
入
し
て
道
路
の

応
急
復
旧
作
業
等
の
実
動
部
隊
と
し
て

動
け
る
建
設
業
者
や
企
業
は
、
現
在
、

町
内
に
ど
れ
だ
け
存
在
し
、
そ
の
規
模

や
能
力
（
保
有
重
機
や
人
員
数
）
を
町

は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、

迅
速
か
つ
効
果
的
な
救
援
活
動
を
実
施

す
る
た
め
、
長
洲
町
建
設
業
組
合
と
災

害
時
に
お
け
る
支
援
活
動
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。

　
組
合
長
を
中
心
に
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
有
事
の
際
に
応
急
復
旧
工
事
等

で
支
援
い
た
だ
け
る
建
設
業
者
は
、
長

洲
町
建
設
業
組
合
の
12
社
あ
る
。

　
ま
た
、
保
有
重
機
や
人
員
数
等
に
つ

い
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い
部
分
も
あ

る
が
、
多
く
の
重
機
を
は
じ
め
、
資
機

材
、
人
員
を
支
援
活
動
に
備
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

問
現
在
、
町
が
地
元
建
設
業
の
組　

合
・
協
会
等
の
各
種
団
体
や
個
人

企
業
と
締
結
し
て
い
る
災
害
時
に
関
す

る
協
定
の
内
容
お
よ
び
具
体
的
な
連
携

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
熊
本
地
震
の
よ
う
な
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
際
、
町
内
業
者
自
身
が

被
災
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
上
で
、
そ

の
実
効
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

町
が
大
規
模
災
害
に
被
災
し
た
場

合
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
、

熊
本
県
、
市
長
会
、
町
村
会
の
ほ
か
、

多
く
の
自
治
体
と
災
害
時
に
お
け
る
応

援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
民
間
団
体
と
も
災
害
時
の

相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
日

頃
か
ら
情
報
交
換
等
を
行
い
、
実
効
性

を
担
保
し
て
い
る
。

問
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
に
よ
り
地

域
建
設
業
者
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
町
内
で

動
け
る
企
業
を
維
持
・
確
保
し
て
い
く

た
め
の
町
独
自
の
支
援
策
や
、
平
時
か

ら
業
者
と
の
合
同
防
災
訓
練
等
を
実
施

す
る
考
え
は
。

答
（
町
長
）

大
規
模
災
害
時
に
関
わ
ら
ず
、
町

内
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
地
元
の
建
設
業

者
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
町
独
自
の
支
援
策
や
合
同
訓
練
等
は

考
え
て
い
な
い
が
、
町
内
事
業
者
等
と

の
連
携
を
一
層
深
め
、
育
成
な
ど
を

し
っ
か
り
行
い
、
災
害
時
の
対
応
に
当

た
っ
て
い
き
た
い
。

磯
いそ
野
の
　博

ひろし

議員

育成のための手法を取れる部分は
しっかりやっていく答

地元の会社を育てる必要がある 
のでは

大規模災害発生時の復旧・復興体制の実効性は

潮さい（R8.11.15 No.167）潮さい（R8.11.15 No.167）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

地
方
自
治
法
第
２
３
４
条
第
２
項

「
指
名
競
争
入
札
、
随
意
契
約

ま
た
は
せ
り
売
り
は
、
政
令
で
定
め
る

場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
限
り
、
こ
れ

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
が
、
本
町
は
ど
の
よ
う
な
実
務

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）

原
則
に
基
づ
き
随
意
契
約
を
行
う

場
合
に
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
７
条
の
２
第
１
項
各
号
へ
の
該
当

性
を
確
認
し
、
随
意
契
約
理
由
や
業
者

選
定
理
由
等
を
明
確
に
し
た
上
で
、
契

約
方
式
お
よ
び
見
積
徴
収
業
者
を
決
定

し
て
い
る
。

問
法
に
定
め
ら
れ
た
金
額
で
あ
れ
ば
、

担
当
課
の
職
員
が
随
意
契
約
で
き

る
規
定
が
あ
る
。
そ
れ
を
超
え
る
金
額

の
場
合
は
、
総
務
課
に
対
し
入
札
依
頼

を
か
け
る
が
、
総
務
課
は
ど
の
よ
う
な

形
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

財
務
係
、
会
計
の
審
査
な
ど
を
経

て
最
終
的
に
は
町
長
が
判
断
し
て
い

る
。

問
施
行
令
の
第
１
６
７
条
の
２
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
「
随
意
契
約
が

で
き
る
の
は
、
第
１
号
か
ら
第
９
号
に

該
当
し
た
場
合
の
み
」
と
規
定
が
あ
る
。

町
営
住
宅
高
浜
団
地
の
設
計
業
務
委
託

は
ど
の
よ
う
に
処
置
さ
れ
た
か
。

答
（
総
務
課
長
）

周
辺
環
境
と
調
和
し
た
多
様
な
世

代
が
暮
ら
せ
る
良
好
な
住
環
境
の
形

成
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
自
治

法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
２
第
１
項
第

２
号
に
よ
り
随
意
契
約
を
し
て
い
る
。

問
施
行
令
第
１
６
７
条
の
２
第
１
項

第
２
号
は
、「
性
質
ま
た
は
目
的

が
競
争
入
札
に
適
し
な
い
も
の
と
す
る

と
き
随
意
契
約
が
で
き
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
殊
、
あ
る
い
は

独
自
の
技
術
、
機
器
、
設
備
ま
た
は
技

法
を
必
要
と
す
る
も
の
で
、
特
定
の
者

と
契
約
し
な
け
れ
ば
目
的
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
。
ま
た
は
、
競

争
入
札
に
付
す
る
こ
と
が
不
可
や
著
し

く
困
難
な
場
合
で
あ
る
。

　
町
営
住
宅
の
設
計
業
務
委
託
に
お
い

て
、
目
的
は
設
計
図
を
作
成
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
な
ぜ
競
争
入
札
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

価
格
の
み
で
契
約
相
手
を
決
定
す

る
と
、
求
め
ら
れ
る
成
果
が
得
ら
れ
な

い
と
判
断
し
、
第
２
号
に
該
当
す
る
と

判
断
を
し
た
。

福
ふく
永
なが
　栄

えい
助
すけ

議員

法に基づいて運用している答

※随意契約の実務は

※
随
意
契
約
と
は

一
般
競
争
入
札
な
ど
の
競
争
を
行

わ
ず
、
任
意
で
選
ん
だ
特
定
の
相

手
と
直
接
契
約
を
結
ぶ
方
法

潮さい（R8.11.15 No.167）潮さい（R8.11.15 No.167）
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町
政
を
問
う

濱
はま
﨑
さき
　久

ひさし

議員

県の取組みに協力し振興につなげる答

県
は
水
産
業
を
維
持
、
発
展
さ
せ

る
に
は
、「
有
明
海
の
漁
業
生
産

向
上
を
は
か
り
、
資
源
を
回
復
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
主
張
し
て
い

る
。
ア
サ
リ
稚
貝
の
発
生
量
低
下
対
策

は
。答

（
町
長
）

県
や
関
係
機
関
が
実
施
す
る
調
査

や
研
究
結
果
を
活
用
し
、
対
策
へ
の
支

援
に
取
組
む
。

問
稚
貝
か
ら
成
貝
と
し
て
成
長
し
て

い
る
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

成
貝
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
聞
い
て
い
る
。

問
福
岡
大
学
や
西
日
本
工
業
大
学
と

の
共
同
調
査
で
は
成
果
が
出
た

か
。答

（
農
林
水
産
課
長
）

平
成
27
年
度
か
ら
11
年
ほ
ど
ア
サ

リ
の
生
息
状
況
の
調
査
を
し
て
い
る
。

問
大
牟
田
市
に
は
天
然
ア
サ
リ
が
存

続
し
、
対
岸
の
長
崎
県
は
２
月
頃

か
ら
養
殖
、
天
然
の
貝
を
販
売
し
て
い

る
。
収
穫
が
あ
る
所
の
研
究
を
す
べ
き

だ
。

　
中
国
近
縁
の
外
来
種
と
交
雑
し
、
両

方
の
遺
伝
子
雑
種
の
実
態
は
認
識
し
て

い
る
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

そ
う
し
た
課
題
は
認
識
し
て
い
る
。

問
東
京
海
洋
大
学
教
授
は
、「
外
来

の
遺
伝
子
を
持
つ
生
物
が
広
が
れ

ば
、
生
態
系
に
予
測
の
で
き
な
い
影
響

が
出
か
ね
な
い
」
と
公
言
し
て
い
る
。

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

そ
の
よ
う
な
情
報
は
把
握
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
干
潟
域
へ
の
影
響
も
把

握
し
て
い
な
い
。

答
（
町
長
）

今
後
は
情
報
を
し
っ

か
り
収
集
す
る
。

問
国
道
２
０
８
号
か
ら
の
進
入
道
路

と
し
て
、
通
称
「
航
送
船
道
路
」

よ
り
長
洲
駅
海
岸
線
（
役
場
前
）
を
新

設
し
、
橋
上
駅
を
改
修
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
駅
北
側
の
高
台
に
は
、
東
側

し
か
出
入
り
が
で
き
ず
、
西
側
か
ら
は

車
が
底
を
つ
く
。
橋
上
駅
改
修
と
と
も

に
解
消
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

わ
く
わ
く
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

組
む
。
私
自
身
も
政
治
家
と
な
り
、
関

係
各
所
に
働
き
か
け
を
行
う
。
そ
の
際

は
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問
熊
本
地
震
で
は
、
長
崎
県
眉
山
の

斜
面
が
広
範
囲
で
剥
が
れ
落
ち
た
。

　
災
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

表
層
剥
離
が
確
認
さ
れ
た
が
、
現

状
で
は
災
害
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。

問
布
田
川
断
層
帯
の
延
長
線
上
に
雲

仙
断
層
帯
が
あ
る
。
対
策
は
。

答(

町
長)

現
物
流
拠
点
の
旧
長
洲
中
も
含
め

防
災
計
画
を
見
直
し
対
応
す
る
。

問
長
洲
町
で
は
、
な
ぜ
規
定
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

答(

町
長)

本
町
で
も
、
今
後
早
期
に
他
市
町

村
の
取
組
み
状
況
等
を
確
認
し
、
関
係

例
規
の
整
備
に
取
組
み
た
い
。

水産業の維持、発展の方策は

Ｊ
Ｒ
長
洲
駅
の
改
修
を
す
べ
き

津
波
対
策
を
問
う

災
害
関
連
死
審
査
会
規
定
を
問
う
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

公
共
工
事
に
は
町
民
の
大
切
な
税

金
が
使
わ
れ
る
。
今
回
こ
の

テ
ー
マ
設
定
を
し
た
き
っ
か
け
の
一
つ

は
、
当
初
３
者
が
参
加
し
て
い
た
も
の

の
２
者
が
辞
退
し
、
１
者
の
み
の
入
札

と
な
り
、
落
札
可
能
な
上
限
額
の
99
・

９
％
で
あ
っ
た
案
件
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
だ
け
で
不
正
を
疑
う
も
の
で
は
な
い

が
、
本
町
と
し
て
適
切
な
入
札
の
競
争

環
境
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）

一
般
競
争
入
札
で
は
、
参
加
者
数

が
少
数
と
な
る
案
件
や
、
工
種
に
よ
り

特
定
事
業
者
の
受
注
割
合
が
高
い
状
況

も
一
部
見
受
け
ら
れ
る
。
競
争
性
は

様
々
な
指
標
を
も
と
に
総
合
的
に
確
認

し
て
い
る
。

問
現
在
の
入
札
環
境
に
適
切
な
競
争

が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
判
断
す
る

根
拠
は
何
か
。

答
（
総
務
課
長
）

競
争
環
境
を
体
系
的
に
評
価
す
る

仕
組
み
は
な
い
が
、
全
て
の
入
札
案
件

に
つ
い
て
参
加
者
数
、
落
札
率
等
を
確

認
し
て
い
る
。
関
係
法
令
や
町
の
規
定

に
基
づ
き
適
切
に
執
行
し
て
お
り
、
一

定
の
競
争
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、

複
数
の
指
標
を
確
認
・
検
証
す
る
こ
と

も
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

問
国
は
、
予
定
価
格
の
事
前
公
表
に

つ
い
て
、
落
札
価
格
の
高
止
ま
り

や
見
積
も
り
努
力
を
損
な
う
こ
と
、
入

札
談
合
を
容
易
に
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
な
ど
の
弊
害
を
指
摘
し
て
お
り
、

国
の
発
注
工
事
で
は
予
定
価
格
は
入
札

前
に
公
表
さ
れ
な
い
。

　
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
事
前
公
表
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
が
、
国
は
、

事
前
公
表
の
適
否
を
十
分
に
検
討
し
、

弊
害
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
取
り

や
め
を
含
め
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。
本
町
の
財
務
規
則
で
は
、

建
設
工
事
等
の
予
定
価
格
に
つ
い
て
、

入
札
執
行
前
に
公
表
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
定
め
て
お
り
、
予
定
価
格
の
事
前

公
表
は
本
町
が
選
択
し
て
い
る
運
用
で

あ
る
。

　
本
町
の
よ
う
に
全
入
札
案
件
を
事
前

公
表
し
て
い
る
自
治
体
は
、
全
国
の
市

区
町
村
で
37
・
０
％
、
都
道
府
県
で

27
・
７
％
で
あ
り
、
事
前
公
表
の
み
を

一
律
に
採
用
す
る
方
式
が
標
準
で
あ
る

状
況
で
は
な
い
。
本
町
で
も
事
後
公
表

を
試
行
し
、
比
較
・
検
証
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
（
町
長
）

事
前
公
表
に
は
透
明
性
の
確
保
や

不
正
な
働
き
か
け
防
止
な
ど
の
効
果
が

あ
り
、
現
時
点
で
弊
害
が
明
確
に
生
じ

て
い
る
状
況
は
確
認
し
て
い
な
い
。
事

後
公
表
を
試
行
す
る
考
え
は
な
く
、
現

行
の
事
前
公
表
を
継
続
し
た
い
。

結
び
町
民
に
客
観
的
な
根
拠
を

持
っ
て
説
明
が
で
き
る
入
札

の
体
制
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

※
そ
の
他
の
質
問
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

髙
たか
濱
はま
　克

かつ
洋
ひろ

議員

現行の事前公表を継続する答

このままでいいのか入札制度

入札制度の検証が必要では？
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町
政
を
問
う

本
町
の
総
合
振
興
計
画
基
本
目
標

４
で
は
「
強
い
産
業
を
創
出
し

魅
力
に
満
ち
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」

を
掲
げ
て
い
る
が
、
目
標
達
成
に
不
可

欠
な
の
は
民
間
の
挑
戦
意
欲
を
引
き
出

す
こ
と
で
あ
る
。
町
民
自
身
が
挑
戦
す

る
実
践
の
場
と
し
て
、
公
共
施
設
を
開

放
・
活
用
す
る
取
組
み
は
。

答
（
町
長
）

公
共
施
設
は
町
民
活
動
を
支
え
る

重
要
な
拠
点
で
あ
る
。
安
全
・
快
適
な

利
用
環
境
が
重
要
で
あ
り
、
設
備
の
老

朽
化
対
策
や
空
調
改
善
な
ど
、
使
い
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

問
施
設
に
よ
っ
て
は
、
費
用
負
担
な

し
で
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
。
町
民
が
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
す
る
実
践
の
場
と
し
て
積
極
的
に
利

活
用
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

未
来
館
に
カ
フ
ェ
、
図
書
館
に
く

つ
ろ
ぎ
空
間
の
要
望
、
金
魚
と
鯉
の
郷

広
場
で
は
マ
ル
シ
ェ
開
催
な
ど
期
待
の

声
が
あ
る
。
町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
施

設
を
挑
戦
の
土
俵
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
意
見
を
聞
き
進
め
た
い
。

問
施
設
の
具
体
的
な
利
用
ル
ー
ル
が

分
か
ら
な
い
声
も
聞
く
が
情
報
整

理
を
し
て
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
認
識

は
あ
る
。
Ｈ
Ｐ
や
施
設
内
案
内
な
ど
を

活
用
し
、
利
用
で
き
る
空
間
や
ル
ー
ル

を
分
か
り
や
す
く
発
信
・
周
知
し
て
い

き
た
い
。

問
令
和
８
年
度
新
設
の
「
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助

金
」
は
申
請
多
数
と
聞
く
。
補
助
終
了

後
に
活
動
が
途
絶
え
る
単
年
度
問
題
を

避
け
、
自
走
に
つ
な
げ
る
追
跡
や
検
証

体
制
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

補
助
金
交
付
は
町
民
が
一
歩
を
踏

み
出
す
き
っ
か
け
で
あ
り
、
最
終
的
に

は
支
援
に
頼
ら
ず
自
走
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
事
業
終
了
後
も
活
動
状
況
や

課
題
を
し
っ
か
り
追
跡
・
把
握
し
、
次

の
展
開
や
自
走
に
向
け
た
制
度
検
証
に

つ
な
げ
た
い
。

問
資
金
面
だ
け
で
な
く
、
創
業
支
援

や
人
材
育
成
な
ど
、
町
民
が
自

立
・
継
続
し
て
活
動
す
る
た
め
の
ソ
フ

ト
面
の
支
援
の
現
状
と
今
後
の
考
え
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

商
工
会
と
連
携
し
た
創
業
セ
ミ

ナ
ー
や
ウ
ェ
ブ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
な

ど
、
知
識
・
技
術
習
得
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
補
助
事
業
と
連
携
さ

せ
、
町
民
の
自
走
に
つ
な
が
る
支
援
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
に
ぎ
わ
い
の
主
役
は
町
民
や
事
業

者
、
若
い
世
代
で
あ
る
。
行
政
は

前
線
で
仕
切
ら
ず
、
場
を
開
放
し
て
人

の
話
を
聞
き
、
後
ろ
か
ら
支
え
る
べ
き

だ
。
町
民
の
自
立
を
後
押
し
す
る
覚
悟

は
。答

（
町
長
）

信
頼
関
係
を
大
切
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
町
民
に
寄
り
添
い
、
黒
衣
役
に

徹
し
て
後
押
し
し
た
い
。

行政は町民の黒
くろ
衣
こ
役として寄り添う答

福
ふく
島
しま
　賢

すぐる

議員

町民主体のまちづくり支援とは

チャレンジの場となる公共施設
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